
様式第６号（第１７条） 

会  議  録 

   （７－１） 

会議の名称 令和５年度 第１回春日部市地域包括支援センター運営等協議会 

開 催 日 時 令和５年７月４日 (火) 
開 会 午後  1時 30分 

閉 会 午後  2時 20分 

開 催 場 所 総合福祉センターあしすと春日部 ３階講習室 

議長(会長等)氏名 保科 寧子 

出 

席 

者 

委 員 氏 名 

(出席人数８人)  

保科 寧子、江口 元勝、竹田 広樹、高橋 清哲、高野 梨沙、 

玉水 きみ子、岩浪 信章、廣岡 伸子 

委員以外の 

出席者 

(出席人数９人)    

地域包括支援センター 五十嵐 真、岡田 茂、岩谷 幸江、藤井 由美子、 

清水 誠越、長谷部 朋子、伊藤 衛、五十嵐 晃 

認知症初期集中支援チーム 小平 敦之 

事 務 局 

(出席人数１０人)    

健康保険部部長：折原 章哲 健康保険部参事：木舟 宏美 

介護保険課長：飯塚 昌樹 福祉・健康保険担当課長：中山 祥一 

計画・事業指導担当主幹：湯浅 裕子 地域支援担当主幹：関根 伸弘 

地域支援担当主査：米山 明美 地域支援担当主任：本田 あゆみ 

計画・事業指導担当：加藤 清峻 計画・事業指導担当：小暮 大成 

次第及び公開、一

部公開、非公開の

区分 

(１)審議事項：（公開） 

① 日常生活圏域について 

(２)報告事項：（公開） 

① 地域密着型サービス事業所の指定状況について 

② 令和５年度地域包括支援センター事業計画及び収支予算について 

③ 認知症初期集中支援チームの活動について 

(３)その他：（公開） 

 ① アンケート調査報告書について 

一部公開・非公開

の場合はその理由 

□ 要綱第３条第１号該当： 

□ 要綱第３条第２号該当： 

□ 要綱第３条第３号該当： 

□ 要綱第３条第４号該当： 

配 布 資 料 

・令和５年度第１回春日部市地域包括支援センター運営等協議会次第 

・春日部市地域包括支援センター運営等協議会委員名簿 

・令和５年度第１回春日部市地域包括支援センター運営等協議会（冊子） 

・第９期春日部市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定に向けた

アンケート調査結果報告書（冊子） 

会議録の作成方法 

□ 録音テープ等を使用した全文記録 

☑ 録音テープ等を使用した要点記録 

□ 要点記録 

会議録署名の指定  
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【１． 開  会】 

 

《資料確認》 

 

《審議会の成立の報告》 

  

《本会議は、公開とすることを確認》 

 

《会長挨拶》 

  

《会長を議長とすることを確認》 

 

《傍聴希望者２名いることを報告》 

 

《傍聴許可の異議を確認》 

 

―異議なし― 

 

《傍聴人入室》 

 

【２． 議  事】 

  

それでは、次第に従いまして進めてまいりたいと思います。 

「審議事項① 日常生活圏域について」事務局より説明をお 

願いいたします。 

 

―別紙資料をもとに説明― 

 

只今の説明について、何か質問、意見などはございますか。 

 

第８圏域は人口、高齢者数共に多いが、第８地域包括支援セ

ンターの職員数が 5 名と、他の地域包括支援センターよりも少

ない。職員の負担が大きくなっているのではないか。 

 

職員数は令和５年４月１日時点での数字であり、現在は６名

体制で対応している。 
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第７地域包括支援センターの職員が４名と少ないが、増員は

あったのか。 

 

職員数は令和５年４月１日時点の数字であり、現在は６名体

制での対応をお願いしている。 

 

地域包括支援センターの体制について、「保健師」、「社会福祉

士」、「主任介護支援専門員」の３職種を配置しているとのこと

だが、３名以上の職員を配置している場合は３職種を均等に増

員しているということか。（例：６名配置している場合は３職種

各２名ずつとなるのか。） 

 

３職種については最低１名ずつの配置がされているが、増員

した職員の職種については、各地域包括支援センターの実情に

よって異なる。 

  

他に質問、意見などはございますか。 

  

―質問・意見なし― 

 

質問や意見がないようですので、「審議事項① 日常生活圏域

について」承認いただける方は挙手をお願いいたします。 

 

―全員挙手― 

 

挙手全員により、「審議事項① 日常生活圏域について」は承

認とさせていただきます。 

以上で審議事項は終了させていただきます。 

 

続いて、「報告事項① 地域密着型サービス事業所の指定状況

について」事務局より説明をお願いします。 

  

 ―別紙資料をもとに説明― 

 

只今の説明について、何か質問、意見などはございますか。 

 

―質問・意見なし― 
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ないようですので次に移らせていただきたいと思います。 

次に、「報告事項② 令和５年度地域包括支援センター事業計

画及び収支予算について」事務局より説明をお願いします。 

 

―別紙資料をもとに説明― 

 

只今の説明について、何か質問、意見などはございますか。 

 

  「法人繰入金」について、各地域包括支援センターによって

大きく異なるが、どのような理由から差異が生じているのか。 

  

  「法人繰入金」は、予算の不足額を補填しているものだが、

人件費の補填を理由とするものが多いと聞いている。 

  

  人件費の補填に関して、委託料に不足があるのではないか、 

 増額の検討はあるのか。 

  

  市町村及び地域包括支援センターの評価指標と国が示す全国

賃金構造基本統計調査の平均賃金をもとに委託料を決定してい

るが、今後も地域情勢を鑑みて委託料を検討していく所存であ

る。 

  

  「チームオレンジコーディネーター業務委託料」というのは、

オレンジカフェといった活動にかかわる歳入という認識で合っ

ているか。 

  

各地域包括支援センターにコーディネーターを配置し、認知

症の方の悩みや家族の相談をチームで対応する「チームオレン

ジ」に関する歳入であり、オレンジカフェとは異なる。 

  

  「チームオレンジコーディネーター業務委託料」は、人件費

という認識で合っているか。 

  

  人件費及び活動費という認識で問題ない。 

 

他に質問、意見などはございますか。 
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―質問・意見なし― 

 

ないようですので次に移らせていただきたいと思います。 

次に、「報告事項③ 認知症初期集中支援チームの活動につい

て」事務局より説明をお願いします。 

 

―別紙資料をもとに説明― 

 

只今の報告について、何か質問、意見などはございますか。 

 

  報告に関する質疑ではないが、成年後見制度は増えているか。 

 

  成年後見制度に関する相談はあるが、直近の相談件数の増減

については把握できていない。高齢者の増加から、今後は成年

後見制度を含む支援がより重要になると認識している。 

 

  民生委員をやっている者に対し、「預金引き落とし」のお願い

があったと聞いたが、行ってはいけないと思った。 

 

  後見人といった、代行する権利を持つものでないと行っては

いけないという認識で問題ない。 

 

  特別養護老人ホームの入所状況はどうなっているか。 

 

  特別養護老人ホームは春日部市内に１４施設あり、昨年１０

月段階で待機者数が約２６０名いる。しかし、近隣市町村で新

規の特別養護老人ホームが開設されており、約１年前の待機者

３００名という数字からは減少している。だが、高齢者数の増

加から、今後必要数は増えていくと考えている。 

 

  特別養護老人ホームに入居している平均的な期間はどの程度

か。 

 

  正確には把握できていない。 

 

  認知症初期集中支援チームの訪問について、医師が同行して

診断するような制度はあるのか。 
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   副会長 

春日部市で訪問診療・診断をしている医師はいないと認識し

ている。認知症の確定診断には画像診断も必要であり、訪問で

診断するのは難しい。近隣市では、行っている医師もいると聞

いている。 

 

他に質問、意見などはございますか。 

 

―質問・意見なし― 

 

ないようですので次に移らせていただきたいと思います。 

 

【３．そ の 他】 

 

「その他」について事務局から何かありますでしょうか。 

 

「その他① アンケート調査報告書について」 

―別紙資料をもとに説明― 

 

只今の報告について、何か質問、意見などはございますか。 

 

  報告に関する質疑ではないが、第８包括の方にお世話になっ

たので感謝申し上げたい。また、本協議会も非常にためになっ

たため、感謝申し上げたい。 

 

他に質問、意見などはございますか。 

 

―質問・意見なし― 

 

 ―事務連絡― 

 

以上をもちまして、本日の議事は全て終了いたしました。 

これにて、議長の任を解かせていただきます。 

委員の皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

【４．閉  会】 

 

―閉会挨拶― 



 

 (７－７) 

 

 
 

議事の顛末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。 

令和５年７月２６日  

 

署名者の職・氏名 

春日部市地域包括支援センター運営等協議会会長  

保 科 寧 子 


